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１．研究計画の概要 
本研究は，特定領域研究「情報統計力学の深
化と展開」を円滑に推進するために、総括機
能を発揮する．具体的には，本特定領域研究
全体の研究方針の策定，研究項目間の調整，
国際研究集会・公開シンポジウム・講習会の
企画実施，研究成果の広報，研究成果に対す
る評価・助言を行う．これにより，領域を構
成する研究項目が順調に成果を生み出すこ
と，さらには，複数の研究項目が有機的に結
合することにより当初の予想を超えた新し
い研究の展開が創出されること，そしてその
結果，わが国に関連研究についての国際的拠
点としての地位が確立されることを目指す． 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 国際研究集会の実施 
本研究では領域内で生まれた研究成果を国
際的に情報発信し当該領域を牽引していく
ために毎年，領域内の班分けに対応する研究
テーマに焦点を当てた国際研究集会を開催
してきた．これらの国際研究集会では講演枠
の半数は第一線で活躍する国外研究者とし，
講演内容を英国物理学会刊行の JPCSシリー
ズとして印刷出版するとともに無期限・無制
限のオンラインプロシーディングスとして
インターネット上で公開している． 
(2) 講習会の実施 
若手研究者や領域から少し離れた分野の研
究者に領域内の研究成果を広めるため，領域
内の班分けに対応した研究テーマに関する
チュートリアルを毎年１２月に開催する公
開シンポジウムにあわせて開催してきた．  
(3) 関連学会との研究会・勉強会の共催 
領域発足時のヒアリングで出された「領域の

閉鎖性」への懸念を解消する目的から電子情
報通信学会，日本神経回路学会ならびに科研
費特定脳５領域などと積極的に研究会・勉強
会の共催を行ってきた． 
(4) 若手外国人研究者の短期招聘 
国際ネットワークを強化し，関連研究分野で
のわが国の国際的な地位を高めるため６名
の若手外国人研究者を短期招聘し，国際共同
研究の推進等に努めてきた． 
(5) 領域内勉強会の実施 
領域内の結びつきを強め「領域が設定された
ことによる予想外の成果」が生まれる土壌を
作るため，2007 年秋より，領域内勉強会を
１～２ヶ月に１度のペースで開催してきた．
また，情報通信，画像処理，ランダム行列，
疎結合系の統計物理等のトピックに関して
領域外の研究者も交えた勉強会を実施し，領
域が得ている知見の関連研究者への積極的
な公開にも努めてきた． 
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している． 
（理由） 
本総括研究がきっかけとなり，計画研究間の
共同研究として発展した例が複数存在する．
その中には共著論文が国際学術誌から注目
すべき論文として取り上げられるなど目に
見える成果も出始めている．その他にも，本
研究が主催した研究会が端緒となり複数の
計画研究代表者が共同で単行本を執筆しつ
つある例，総括班の働きかけにより関連学会
誌に計画研究代表者が解説記事をリレー連
載・執筆した例，本研究で招聘した国外研究
者との国際共同研究への発展例等も見られ
る．また，国内・外の評価者からも総じて高
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い評価が得られている．以上から，本研究は
領域の円滑な推進という当初の方針に沿っ
て順調に進展し成果を生み出していると考
えられる． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 2009 年 9 月に生命情報に関する国際研究
集会を開催する． 
(2) 2010 年 3 月に領域の設定期間の最後を締
め括るためすべての計画研究が一堂に会す
る国際研究集会を開催する．それに合わせて
研究成果のとりまとめができるように各計
画研究代表者に指示を出している． 
(3)これまで以上に領域内勉強会を強化し，領
域内の結びつきを強めていく． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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